
プログラム 1

イントロダクション
15:00-15:10

15:10-15:55

16:00-16:45

プログラム 3 登壇者情報

プログラム 2

株式会社アークエッジ・スペース / 超小型衛星ビジネスと複数機製造における実例

プログラム 3

AstroX株式会社 / Rockoonの最新開発状況と今後ベンダーに求めるニーズについて

プログラム 4 16:50-18:00

個別相談・商談会 / ネットワーキングの場を設けております。

北九州宇宙ビジネスネットワーク勉強会/相談会
モノづくり編

主催

協力

お申し込みはこちらから
https://forms.gle/Ta2GGNxSwD499yjDA

問合せ先

Space BD 株式会社 担当 : 赤井澤 
k.akaizawa@space-bd.com

世界の宇宙産業市場規模は2040年に150兆円を超えるとも言われています。
北九州市は北九州宇宙ビジネスネットワークを立ち上げ、域内の宇宙ビジネスの創出や参入を目指しています。
今年度は計5回の宇宙ビジネスネットワーク勉強会を予定しており、今回は第2弾として、宇宙ビジネスの最前線で
活躍する衛星メーカー及びロケットメーカー２社を招いて勉強会/相談会を開催いたします。
各社の事業内容のご紹介や事業推進に必要な発注ニーズやパートナーニーズをご説明いただきますので、宇宙ビ
ジネス参入に向け、ビジネスマッチングなどに関心のある方はぜひこの機会にご参加ください。

福岡県北九州市小倉北区京町3丁目1-1
セントシティ7F

ATOMica北九州参加費無料

50 名
実施方法：オフラインのみ

終了後はアンケートの回答にご協力ください

15:00-18:00
2025年7月23日（水）

Rockoonの最新開発状況と
今後ベンダーに求めるニーズについて

登壇者 小田 翔武 氏

AstroXは、「宇宙開発で”Japan as No.1”を取り戻す」というビジョ
ンのもと、地域と連携し、独自技術であるRockoon方式での衛星打
ち上げロケット実現に取り組んでいます。

代表取締役CEO
AstroX株式会社

プログラム 2 登壇者情報

超小型衛星ビジネスと複数機製造における実例

登壇者 柳田 幹太 氏

アークエッジ・スペースは、超小型衛星コンステレーションの企画・
設計から量産化、運用まで総合的なソリューション提供を行う宇宙ス
タートアップ企業です。　

取締役CIO
株式会社アークエッジ・スペース

衛星センサーの種類や衛星データ解析の種類、手法などを紹介

金属・樹脂加工全般  /  基板アートワーク・試験
RF、光学関連開発委託

成層圏発射型ロケット（Rockoon方式）の開発において、
各開発段階に応じた機構設計、システム検証、ソフトウェア開発
などの専門領域に対応可能な技術者・協力企業を必要としています。

求める技術 / パートナー求める技術 / パートナー

企業HP企業HP

※個別相談・商談会は支援先のSpace BDも同席させていただきます


